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市ヶ谷駅からほんの数分の所にあるビル

の屋上に、樹齢500年を経た五葉松の盆栽

「千代の松」がひっそりと佇んでいる。ワラ

と粘土という江戸時代の製法で作られた昔

ながらの土塀に囲まれたこの日本庭園は、

4000点以上の器、盆栽の描かれた数々の

浮世絵、500点もの貴重な天然の盆栽を集

めた高木盆栽美術館の見所でもある。

美術館の事務局長、折居興二氏は「盆栽

は、人間のエゴで大きな木を無理矢理小

さく育てるイメージがありますが、本物の

盆栽は、岩山のわずかな窪みに溜まった

上に種が飛んできて育ったものです。これ

らの木は、日照りや大雪に耐え抜いた生命

力の強い木であり、ここにあるのはほとん

どがこうした山採りです」と説明する。曲

がりくねった枝は、風や雪により自然に曲

がったもので、前述の「千代の松」は明治

初期に東北蔵王の岩壁から採取され、1年

のうちの大半が雪に埋まっていたために自

然に幹は曲がり、枝が下がっている。

盆栽をどう見るかは、根張り、幹の立ち

上り、枝配り、葉性といった性質、鉢と飾

り台のバランスなどの視点があるが、一番

大事なことは、その木がどんな所に生育し

ていたのか想像力を働かせることだとい

う。「盆栽は、目で見るのではなく心で見る

ものです。遠い昔、この木が岩山に張り付

いていたときに風が吹き太陽が照りつける

光景、また、子供たちが夕焼けのなか、木

の下を走り回っている情景など、さまざま

な景色が時空を超えて見えてきます」。

山採りの木は高く売れることから、明治

時代にはすでに取り尽くされ、現在では上

は何億円もするという。美術館のオーナー

でもあり明光商会の社長でもある高木禮
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二氏は、20歳のときから50年の歳月をかけ

て趣味で盆栽を収集してきたが、これらの

コレクションを日本文化の遺産として残す

ために財団法人の美術館を開館した。室

内展示は1週間ごとにすべて中身を替え

るが、これは室内では日が当たらず、風も

吹かないため盆栽が代謝しないからであ

る。折居氏は「霧吹きや加湿器を置き、夜

は屋外に出すなど、盆栽は美術館のなか

でもっとも手間がかかります。だけど、今

まで1本も枯らしたことがないのが私たち

の誇りです。そのためか、毎週見に来る人

や、海外からの客が多いですね」と語った。

住所：東京都千代田区五番町1-1
TEL：03-3221-0006
入館料：800円（学生500円）飲み物つき
開館時間：10:00am～5:00pm
毎週月曜日（祝日の場合は翌日）が休館日

www.bonsaimuseum.org
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「Takagi Bonsai Museum」 
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江戸末期の細工装飾
法である「芝山象嵌」
の飾り棚。象牙、珊
瑚、貝細工をあしらっ
たきめ細やかな細工
に圧倒される。

2階のティーラウンジ
では飲み物を飲んだ
り、盆栽に関するビデ
オを見たりしてくつろぐ
ことができる。
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